
平成２８年度第２６号（９月発行） 

中央家畜保健衛生所・中央動物防疫協議会 

 〒262-0011 千葉市花見川区三角町656 

      Tel：043-250-4141 （夜間・休日対応）  

    Fax：043-286-0090 

(公社)千葉県畜産協会 

 〒260-0021 千葉市中央区新宿1-2-3 

 これから渡り鳥の飛来シーズンが始まります。さらに、８月
には台湾でHPAIが発生しており、国外からHPAIウイルスが侵
入することが予想されます。農場での飼養衛生管理の強化をお
願いいたします！！！ 

お問い合わせ・送付先は 千葉県中央家畜保健衛生所まで 

TEL. 043-250-4141 (夜間・休日転送)       FAX. 043-286-0090 

 １０月３日は「一斉消毒の日」です！ 

一斉消毒の日チェック表 
平成２８年１０月  日 

農場名： 
住所： 

その他コメント・連絡など 

 

 

※FAXをお持ちでない方は電話連絡でもかまいません。 



 ～渡り鳥の飛来シーズンが始まります～ 

台風・豪雨後の家畜衛生対策について 

 台風やゲリラ豪雨により大量の雨水が畜舎に侵入し、飼養衛生環境が 

悪化すると、疾病発生リスクが高まります。日頃から飼養衛生管理基準を 

遵守すると共に、台風・豪雨後は、下記の点について確認しましょう。  

畜舎内に雨水の流入、浸水等あった場合は、高温多湿を防ぐため、直ちに 

  排水・清掃・換気を行い、石灰等を用いて消毒を行いましょう。 

畜舎、防鳥ネット等に破損がないか確認しましょう。 

病原体を媒介する吸血昆虫、寄生虫等の駆除を行いましょう。 

日頃から飼養家畜の健康観察を行い、異常家畜の 

  早期発見に努めましょう。  

お問い合わせは 千葉県中央家畜保健衛生所まで 
TEL. 043-250-4141 (夜間・休日転送)       FAX. 043-286-0090 

  Ｈ２７年１月以降、国内の家きん農場において高病原性鳥インフルエンザ 

の発生はありませんが、中国、台湾等の近隣諸国においては、引き続き家 

きんにおいて本病が発生しています。また、野鳥については、本年６月にロ 

シアのモンゴルとの国境付近においてアオサギ等の水鳥から、８月には米 

国アラスカ州においてマガモから高病原性鳥インフルエンザウイルスが確 

認されています。 

  昨年9月の農林水産省の疫学調査によると、越冬のため日本へ 

飛来する渡り鳥によって、新たにウイルスを持ち込まれる可能性は否定 

できないとされており、今秋以降も引き続き注意が必要です。  

  鳥インフルエンザウイルスをはじめとする病原体の侵入防止のため、 

○消石灰の散布、○踏込み消毒槽の点検、○防鳥ネットの確認等、 

チェック表を活用して、飼養衛生管理の再確認をお願いします！  

☆家畜の異常を発見した際は、家畜保健衛生所に早期通報を！ 


